
令和３年度 さいたま市教育研究会教育講演会 

開会行事 教育長あいさつ 

               日時 令和３年８月１９日（木） 

                    １３時４５分～ 

               場所 さいたま市文化センター 大ホール 

 皆様、こんにちは。ただいま御紹介をいただきました、さいたま市教育委員

会教育長の細田でございます。本日は、令和三年度さいたま市教育研究会教育

講演会が、多くの先生方の参加を得て開催されますことに、心からお喜びを申

し上げます。 

 さて、今、世界は、「ＶＵＣＡ」と呼ばれる、不確実で変化の激しい、予測困

難な時代を迎えております。今般の新型コロナウィルス感染症という危機的な

事態は、それに拍車をかけ、私たちの生命や生活、社会経済活動など、あらゆ

る方面に影響を与えております。しかしながら、この状況は、同時に、社会全

体における人と人とのつながり方にも大きな変革をもたらし、企業では「テレ

ワーク」の急速な普及、学校でも「一人一台のデバイス」「オンライン授業」な

ど、これまで当たり前ではなかったことが、一気に現実のものとなりました。 

本日の講演会では、「心に響くコミュニケーション『ペップトーク』」と題し

まして、トレーナーズスクエア株式会社代表取締役社長 岩﨑 由純（いわさ

き よしずみ）様からお話をいただけることとなっております。 

ペップトークは、もともとアメリカでスポーツの試合前に監督やコーチが選

手を励ますために行っている激励のスピーチのことでございます。シンプルか

つポジティブな言葉を使ったコミュニケーションの方法であり、スポーツの世

界だけでなく、学校教育においてもたいへん効果があるものと認識しておりま

す。 

人と人のつながりの基本はコミュニケーションです。先生方には、ペップト

ークを理解するとともに、今後の指導に生かしていただき、子どもたちとの信

頼関係を一層深めながら、子どもたちにとって魅力ある授業、居心地のよい学

級・学年・学校づくりに取り組んでいただきますよう、お願い申し上げます。 

 結びに、本教育研究会の円滑な運営に御尽力いただいております髙後 仁

（こうご ひとし）会長をはじめ、役員、事務局の皆様に深く感謝申し上げま

すとともに、教育研究会の益々の発展と会員の皆様の御活躍を祈念いたしまし

てあいさつといたします。 

令和三年八月十九日 

さいたま市教育委員会 

教育長 細田 眞由美


